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SherwoodAndersonの短編小説における一人称話法の技巧

播磨谷一雄

TheTechnique ofFirst-personNarration in Sherwood
Anderson's Short Stories

IchioHARIMAYA

(平成2年10月31日受理）

Andersonwroteanumberofshort storiesusingthe techniqueoffirst-person

narration・ Inthosestoriesheusedsuchasimpleandtraditionalnarrativepatternthat

afirst-personnarratortellshisstorytothereaders・Hisnarratortalksabouthisex-

periencetothereaders, sothereadersareexpectedtobecomelistenersinhisshortstories.

Bythemethodoffirst-personnarrationhesucceededinformingacloserelationbetween

thenarratorandthereaders・Theycanbeonewiththenarrator, andfeeltheemotions

ofmaincharacters.

In "I'maFool,''Andersontriedtodevelopthethemeoftheadolescent's initia-

tionintoauniversaltheme,butitseemsthathefailedinitbecauseofthelimitationof

thefirst-personnarration・ In"TheEgg,"hegavevarietytothelastscenebyalteringthe

viewpointfromfirst-persontothird-person・Thealterationisveryeffectiveincomplet-

ingtheclimaxintheendingofthestory.Thereaderscanunderstandthetragedyofthe

father,andrealizewhattheauthortrulyintendedinthisstory・In"IWanttoKnowWhy,''

thethemeisverycomplextotheadolescentnarrator, andtheauthor's interventionin

himisfrequent.Butintheendingtheauthorseparatesfromthenarrator, andgivesthe

thematicquestiontothereaders,whichcausesakindofdramaticeffect.

Inafirst-personnarrative, oneoftheimportantpointsishowtheauthoruses

themeritsandhowhedealswiththeshortcomings. ItseemsthatSherwoodAnderson

madethebestofthetechniqueofthefirst-personnarrationinhisshortstories,understand-

ingthesepointsquitewell.

｢偉大な語り手」1 と呼んでいた父の話法に基本的に

基礎を置き，活字ではなく語るテクニックから生

れたとする考えが，短編小説の場合にも当てはま

ように思われる。聴衆を前にして語る場合には，

りの調子を強めたり，繰り返しを用いたり， また

ま
る
語
時

アンダソンは彼の短編小説において，語り手を一

人称とする技法を多用している。彼の三つの主要な

短編集T7teTriZ"7Zp/ZqftんeLg,HoF･sesa凡d
Me",De(ztんmt/ZeWoodsにおけるその利用

の仕方をみると， これらの中の全短編小説31中，実

に21がこの方法を用いているのである。従って一人

称語り手は彼の短編小説の特徴の一つといえる。彼

がなぜこの技法を多く使用したかについては，宮本

氏が述べているように,’彼の小説は，彼がかねがね

には横道にそれたりすることによって聴衆を引きつ

けなければならない。彼は彼の一人称語り手の短

小説においてもそれと同様な技巧を用い，読者に

近感や作中人物との一体感を与えて，作中人物の

情生活奇と読者を引き込もうとしている。そのた
には「私」の語る物語は最適であり，作者の意図

編
親
感
め
に
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るが，彼が短編小説においてその技法をどのように

効果的に利用し，また短所をどのように解決したか

が小論の第一の検討項目になる。また，第二として

彼の短編小説における「作者」 「語り手」 「読者」

これら三者の関係についても考察したい。小論では

主にI'771 (zFooIとW'eEgについて検討する。

そうものであったように思われる。

小説における一人称の語り手，即ち「私」により

語られる物語について，サーメリアンはその著書，

｢小説の技法」においてその長所，短所について詳

細に述べているが，その中で次の箇所に最も注意が

引かれる。

主人公が「私」として語る場合(I-as-hero),

物語は主人公の行動や反応を通して劇化され，

主人公は事件に対して自分なりの限られた判断

を下す。そして読者は主人公の知識の及ばない

点を補って読むことができる。 ． ． 、読者は登場

人物自身から直接に情報を得るのであって現場

に居あわせない語り手から間接的に得るのでは

ない。…読者に親近感を与え，容易に作中人

物との一体感を覚えさせ，作中人物の感情生活

へと読者を引き込んでいく。2

自分の物語を語る主要人物の姿は，彼の目を通

して描かれるマイナーな人物たちの姿に比べて

しばしば具体性に欠けることがある。即ち彼は

自分を外側から見ることができない見物者なの

である。一人称＝主人公の方法は，観察する眼

をもった人物としては問題はないが，観察され

る側の人物としては適していない｡3

2

最初に短編集の一つ,"or･sesα"dMe"の中の

I'77ZQFOOZ5を取り上げ，前述の観点から検討を

加える。この短編では19才の少年が語り手であり，

彼が事件の主要人物となって，自らの未遂に終わっ

た恋の物語を語る場合である。作者は語り手が実際

に語ろうとする事件に入る前に周到に準備段階をと

り，具体的な語り手像を読者に印象づけ読者が｢私」

に移入できやすいようにする。

まず， この短編の全編を支配する語り手の口調は

語り手の仕事や年令を反映して，俗語が多く使用さ

れ口語表現が多い。特に語り手が興奮して話す時に

は,Geewhizz,…やGeewhizzGoshamighty,…，

Geewhizz, crapsamighty5などの口語的な間投

詞が多い。これは語り手が聞き手を前にして，その

語りの調子を整える効果があり，聞き手としての読

者に語り手の感情を直接的に表現することにより親

近感を与える。また文法的な誤りが数カ所見られ，

故意に誤ることにより， この少年の教育程度も示し

ている。そして話が横道にそれそうになった場合の

修正も巧みに行われ, But that isn'twhat l

wanttotellmystoryabout.7とかI'monly

tellingyoutogeteverythingstraight､8などの

言葉を挿入して，周辺を描きながら次第に核心に迫っ

ていく方法は，一人称語り手の利点を生かし聞き手

としての読者を意識した巧みな誘導といえる。次に

語り手の価値観について述べる際には，まず母や姉

の反応を示すことにより客観的な「私」像を読者に

提示し，その後で語り手の考えを示す方法をとる。

19才の少年である語り手が臨時に働いている競馬の

仕事，馬丁についての母や姉の考えは次の通りであ

る。

Theyboththought it somethingdisgrace-

fulthatoneofourfamilyshouldtakeaplace

asaswipewithracehorses.9

この考えは，馬丁という仕事に対する単に母や姉の

考えだけではなく，少年の属する社会の一般的な社

会通念を示している。読者は馬丁という仕事はこの

長所については，サーメリアンの述べていることで

言いつくされているように思われるが，短所につい

て岩元巌氏の論文から次のように引用し補足する。

’最も大きな問題は，語り手の体験から物語を構

成させるということを厳密に作者が守ろうとし

た時，物語の叙述には常にある種の限界力§つき

まとうことである。小説の中の語り手を確固と

して定めれば，生じた出来事を見る視点もまた

固定してしまい，小説はかぎられたヴァージョ

ンにとどまってしまう。しかし，一方では，聞

き手の側は語られる出来事の全体像を得たいと

考えるのが通例であるから，作者としては語り

手のヴァージョンを何らかの方法で拡大し，ある

いは補足する必要にせまられる。だが拡大や補

足によって，小説そのものの現実性を損なうこ

とはできないのであるから，作者としてはどう

しても物語の展開に制約を受けることになる｡4

’

前述のように，アンダソンは一人称語り手の長所

を大いに利用し，聞き手である読者を語り手である

｢私」の感情生活に引き込んでいったように思われ
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少年が属していると思われる中流階級の子弟が選ぶ

べき仕事ではないことを知り得る。その後でこの社

会通念に敢えて反対しようとする少年の明確な態度

が示される。少年は競馬の仕事とそれに付随する状

況を，普通の家庭で育ち高校や大学に進学する者に

は経験できないすばらしいことだとし，同僚の黒人

Burtや競争馬， レース会場への旅などに最大の価値

を置いている。レース会場で着飾って観覧席にいる

人々に対し，

Suchfellowsdon'tknownothingatall.

They'veneverhadnoopportunity.10

とさえ言い切り，

...you'dfindoutabouthorsesandmen

andpickupalotofstuffyoucoulduse

alltherestofyourlife, ifyouhadsome

senseandsalteddownwhatyouheard

andfeltandsaw.11

と判断し，現在の置かれている競馬の世界に人生に

おける最高の価値を見出そうとする。それはこの少

年の持つ限られた価値判断を示すものである。

一方，マイナーな人物たちの描写は， この物語の

成立上，十分であるかという点で検討を加えると次

のようになる。マイナーな人物たちの描写は，少年

の目を通してしか語られないためにかなり制限され

たものになる。即ち，彼らについては物語の展開に

必要な部分しか描写されない。例えばホテルのパー

で会った若い男に対する不快感が述べられるが，そ

の男についての描写は次の通りである。

Inthebartherewasafellowwithacane

andaWindsortieon, thatitmademesick

tolookathim. I likeamantobeaman

anddressup, butnot togoputonthat

kindofairs.12

ここには若い男の外見上の服装や態度についての

｢私」の感情があるだけで，具体的な不快感を与え

るような行動の細部についての描写はない。読者は

｢態度が気にくわない」という「私」の不快感を想

像で補うことが要求されている。

また， 「私」に直接に関係してくる若い男と二人

の女のグループについても，描写は簡単である。

Theyoungfellowwasaniceguyallright.

Hewasthekindmaybethatgoestocollege

andthencomestobealawyer…, buthe

wasn'tstuckonhimself.13

と述べ，即座に彼はniceguyであると判断してい

る。そして先に大学を目指す者について述べた反感

の言い訳のように，

Therearesomeofthatkindareallright

andhewasoneoftheones.14と説明してい

る。また彼が一目で好きになってしまう少女の身分

や育ちについて，独りよがりの推測がある。それは

彼女の態度や言葉使い，服装に基づくものである。

Ithinkmaybeherfatherwaswell-to-do,

butnotrichtomakeherchesty…Maybe

heownedadrugstore…15

このことは後で確認されることはなく，彼らが上流

階級に属しているという前提で物語は進行する。読

者はこのような「私」の限られた判断に従うしかな

く， 「私」の知識の及ばない点は補って読まなけれ

ばならないのである。即ち，マイナーな人物の描写

については，作者は読者に多くの要求をしていると

いえる。

以上のように，語りについては少年の口調が全編

を支配し，一人称語り手の利点が十分に生かされ，

背後にいる筈の作者の声が拡大や補足になって不自

然に目立つことは殆どなく，ほぼ完全に統一されて

いるようにみえる。また主要人物の具体性に欠ける

面については，具体的な「私」像を読者に提示する

ことにより，一人称小説の欠点を補おうと努力して

いる。そして作者は殆どそれに成功しているように

みえる。しかし， この作品の場合は文体の統一性の

成功が必ずしも作品の成功を意味しないように思わ

れる。テーマとの関連でこの点を検討すると，文体

の統一性がテーマの発展に寄与したかが問題になる。

この場合のテーマはDavid.D・Andersonが述べ

ているように'6外見と真実である。少年は見せかけ

を重視する社会基準に強い反発を示し彼独自の価値

観を持つが，結果的には自分の信条を捨て社会基準

に従うことになる。彼がホテルのバーで会い，極端

な嫌悪感じた酒落れた身なりの若い男と同じことを

することになるのである。少年は見せかけとしての

服装を整え，身分を偽って少女やその同伴者と付き

合うが，最終的には彼は嘘をついたために少女との

その後の交際を絶たれ，後悔と困惑の状態に残され

ることになる。彼の信ずる真実と社会基準としての

見せかけの間で困惑の状態にあるこの少年の悩みが，

単に少年の限られたヴァージョンとしての悩みにと

どまらず，一般的な社会の普遍的な問題にまで高め

られているかが問題になる。

作者が入念に工夫して文体の統一性に成功すれば

するほど, こ宙物語を'9才の少年に限定された普遍
性のない作品にしているように思われる。語りの固
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定化は物語に統一をもたらし読者との一体化をしや

すくする反面前述の引用にあるように語り手個人

のヴァージョンに偏り過ぎる面も出てくるのは避け

られないように思われる。確かに作者は母や姉の目

を通して馬丁という仕事を眺めさせることにより，

また時には語り手に少年らしからぬ言葉を話させる

ことにより，視点が個人の限られたものに陥ること

を防いではいるが，それはあくまで部分的な工夫で

あり，視点の固定化がこの物語の主要なテーマに及

ぼす影響については,問題があるように思われる。

この物語のテ－マは見せかけと真実，あるいは嘘と

真実であり，作者の意図は単に少年の世界だけに終

わらず，普遍的に例えば絶望と挫折の問題まで高め

ることにあったと思われるが， この作品に関しては

その意図が十分に達せられていないように思われる。

作者は一人称小説の限界を完全に取り除くことがで

きず，語り手の体験の物語は少年のイニシエーショ

ンの物語として終わるのである。

ofchildhoodwerespentonachickenfarm.17

この言葉は，語り手が人生の暗い面を見がちな男

というイメージを読者に与え，読者に語り手の人生

に対する視点を提示するものであり， またこれから

語られる話が悲劇的なものであるということを読者

に暗示する。さらに語り手は卵一雛烏一成烏という

サイクルを恐しいと言い，読者の持つ雛鳥が可愛く

て明るいというイメージを完全に否定し， “…they

areinfactsodreadfullystupid."18と断言する。

さらに卵から成鳥までのサイクルの中で実際に成鳥

になるのはわずかに過ぎないとし，読者に養鶏業の

暗い面を提示する。そして鶏について書かれたもの

を信用するよりは，アラスカの金鉱や政治家の誠実

さを信用する方がましだと皮肉を交えて警告する。

このように，雛鳥についての一般的なイメージを否

定することにより意外感を形成し， さらに皮肉をこ

めた語り手のコメントでそれを締め括ることにより，

語り手が読者にとって新鮮で興味ある存在になるよ

うに工夫している。このような語り手の自信を持っ

た語り口は，読者に信頼感を与え，物語の真実性を

増大させるものであり，それにより語り手は，事件

を自分のものとして語ることができる足場を築いて

いるといえる。

次に一人称小説によく見られる補足や拡大に注意

していくと次のようになる。両親が食堂を始め，父

が客をもてなす(entertain)という考えを思いつ

き，語り手がその説明をする必要が生じた時，

Icannotnowrememberhiswords, buthe

gavetheimpressionofoneabouttobecome

insomeobscurewayakindofpublicenter-

tainer.19

という表現を用い，無理のない補足になるように工

夫している。また父の考えを広げ過ぎたと感じた時

には，次のように述べ読者の了解を得る。

Idonotmeantogivethe impressionthat

Fatherspokesoelaboratelyofthematter.

Hewas,aslhavesaid,anuncommunicative

rnan､20

また，客といさかいを起こして二階に上がってきた

父に対する母の態度を述べる時に，…I canre-

member…Ihaveforgotten..21と述べ，記憶して

いることと，忘れたことを都合よく選択し，補足し

ている。このように作者は語り手自身の記憶が暖昧

であり，父が寡黙な人という設定をもうけ，一人称

語り手が拡大や補足しやすいような環境を作り出し，

父の行為の代弁者となる。

’

3

FooZの語り手は19才の少年であったのと同様に，

T/teEgの語り手も若年であることが想像される

がその職業や身分には言及されず，前者の場合のよ

うな文体の制限を受けず，語り手はより自由に作者

と同じレベルで語ることができる。語り手「私」は

過去の両親との生活について語るが，その際の「私」

は子供であり，事件の当事者というよりは両親の観

察者に過ぎない。語り手は過去の幼少の時代の出来

事についての意識や記憶の不明確性を想像力によっ

て，いわば物語の進展に都合のよいように，補足，

拡大できる立場にある。即ち，作者は必要な時にい

つでも語り手と一体になって，物語の現実性を損な

わない程度に補足や拡大ができるのである。

作者はFooJの場合と同様に，語り手が読者にとっ

て興味ある人物であるように語り手像を形成しよう

とする。語り手は両親が野心を持ち，養鶏業を始め

失敗に終わった経緯を語りながら，自らに養鶏業カヌ

与えた影響について次のように述べる。

Igrewintoboyhoodontheplaceandgot

myfirstimpressionsoflifethere・ From

thebeginningtheywereimpressionsof

disasterandif,inmyturn,Iamagloomy

maninclinedtoseethedarkersideoflife,

Iattributeittothefactthatwhatshould

havebeenformethehappyjoyousdays
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しかし，一人称小説の場合は，語り手が固定化さ

れるため，全ての場面に居合わせることができない

場合が生じる。子供であり二階で母と寝ていた語り

手は，階下での父と客のJoeKaneの最後のクライ

マックスの場面に居合わせることができない。その

ために語り手は,Myownimaginationhasfill-

edintheblanks.22と先手を打ち，読者に補足，拡

大の許可を求めている。次に，階下で起きた事件に

ついて詳述しなければならなくなった時には，次の

ように言い訳する。

Astowhathappeneddownstairs.Forsome

unexplainablereasonlknowthestoryas

wellasthoughlhadbeenawitnesstomy

father'sdiscomfiture.Oneintimegetsto

knowmanyunexplainablethings.23

次に語り手の想像で語られる階下での父と町の若者

Kaneの場面が続くが， この部分は一人称の語り手

では述べられない拡大された場面である。そのため

に一人称物語中の三人称物語のような形になり，

｢私」の介入は全くなく会話文を含み，三人称で述

べられる。そして父が卵を握りしめ，興奮して二階

に上がってくる場面に戻る。

「時がたてば，たくさんの訳のわからないことも

わかってくるものだ」という前置きで始まる父と

Kaneの場面は，視点の変更の無理な言い訳のよう

に思われるが，それまでの作者の準備が周到である

ために，あまり奇異な感じはない。作者はこの場面

に至るまで，語り手に父親像についても十分に語ら

せ，その父親像はこの場面での父のグロテスクな行

動と一致するものである。そのために読者は内容の

点からも一貫性を感ずることができる。読者はこの

場面により，父の卵による悲劇的な敗北をより具体

的に知ることができる。この場面は一人称小説の視

点の固定化を防ぐ意味でも， また最後のクライマッ

クスを形成する点からも，作者にとって是非必要な

部分であったように思われる。そこでは語り手は作

者と一体化し作者全知の視点をとり，自由な観察眼

で父とKaneとの次第を読者に具体的に提示する力

を得ている。語り手はKaneをentertainしようとす

る父の奇異な行動と彼の心理状態や， またその受け

手としてのKaneの心理的反応をこの方法で十分に

描写することができたのである。それは本来，一人

称小説では取り得ない方法である。作者のこの試み

は失敗すれば小説そのものの現実性を損なう恐れの

ある試みであったように思われる。実際はこの試み

により， この作品は一人称小説の限界を超え，重層

化しているといえる。

この場面の後，物語は一人称小説の形式に戻り，

語り手は再び少年時代の記憶を述べ，卵に対する素

朴な疑問を提示する。

Iwonderedwhyeggshadtobeandwhy

fromtheeggcamethehenwhoagainlaid

theeg9．24

ここには語り手が少年期に感じた卵の存在や，卵一

成烏というサイクルに対する素朴な疑問が述べられ

ているが，語り手はさらにAtanyrate, the

problemremainsunsolvedinmymind.25と言

葉を続け，少年期の疑問が成長した語り手の現在に

至るまで継続していることを述べる。語り手は時間

の幅を利用して，読者にまず過去における父と卵の

争いを示し，その後で再び読者を現在に戻している。

語り手にとっては語っている現在も，卵，即ちそれ

の象徴するものの一つである人生の秘訣を把握し理

解することが不可能なのである。このことは読んで

いる（聴いている）読者に対しても現実のものとし

て訴える力を持ってくる。そのためにこの物語は単

に語り手の父の悲劇や語り手の幻滅を表わすだけで

なく，人間が自然を支配し理解しようとすることは

失敗する運命にあるという普遍的なテーマを表わす

ことになる。

ﾄ
’

4

アンダソンは一人称小説の物語を始めるにあたり

まず語り手である「私」像を読者に提示し，それが

読者の主要な情報源となり，読者はそこから必要な

情報を得，登場人物の性格の輪郭を描くことができ

た。この方法により語り手は読者から信頼を得，語

り手と読者との一体化をはかることができた。それ

をさらに容易にしたのは，読者を「聴き手」と考え

た語り手の「語る」という方法である。アンダソン

の短編小説の中には，若年の語り手が主人公になり

一人称で語る場合が多いｶﾖ， これらのいずれも語り

手の年令や身分に合わせた文体を守っている。中で

もFooJの場合がその点では厳密なものであった。

このように語り手の環境に応じた口語体の言語を駆

使することにより，アンダソンは一人称話者の驚き

や興奮，失望などの感情生活に読者を見事に溶け込

ませ，一体化させる独特な話法を持っていたように

思われる。

その話法で読者に伝えられる情報は，必ずしもそ

の物語の進展にとって必須なものではなく，挿話の
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ように物語の本筋から横道にそれるようにみえるこ

とが多かったように思われる。例えば,Foolにおい

て，語り手の少年の話は競馬場であったすてきな少

女の話から,AboutBenAhemという競走馬の話

になり，それが馬主のMr.Mathersの話に発展し，

次に少年の同僚の黒人Burtのことに移る。そして

先述のような場面の転換をはかる言葉で，以前の物

語の本筋に戻るのである。読者はこのような一見，

無作為にみえる挿話を読むことにより，知らず知ら

ずのうちに作者の技巧に引き込まれていくように思

われる。アンダソンの無作為にみえる挿話は実際は

周到に用意されたものである。先述の例の場合に，

その挿話は少年がなぜAboutBenAhemのことを

よく知り，その馬主の息子という嘘をつけたかとい

うこの物語の重要な伏線となっているのである。ア

ンダソンはそれ以上述べると，物語の進展や真実性

が損なわれる限界を心得ていたように思われ，その

場合の話題の転換もまた巧みだったのである。

アンダソンの語り手と読者との関係について，

IrvingHoweは次のように述べている。
Anderson'snarratorsensesthatinthe

seeminglysimpleactoftellinghisstory

heentersintoahighlycomplexrelation

withhisaudienceandthat, asoneable

toshapeboththematerialsofhisnarra-

tiveandtheresponsesofhis listeners, he

ismomentarilyinapositionofgreat

Power.26

ここで述べられている語り手と読者の複雑な関係は

語り手が読者の中に物語の主人公と同じ体験を経験

させるような心理状態を作り出すことにより可能に

なるように思われる。その結果，語り手は聴き手で

ある読者の反応を確かめながら，自在に物語を進展

させサスペンスを作り出す大きな力を持ち得るので

ある。一方，読者は語り手のこのような技巧により

登場人物の心理的な現実を現実のものとして受け取

らざるを得ないから，人物が現実的に印象づけられ

ることになる。一人称の語り手による方法は先述の

ように種々の問題点はあるが，アンダソンが目的と

した語り手と聴き手である読者との一体化という点

においては，単純ではあるがもっとも効果的な方法

だったといえる。アンダソンが一人称小説の方法を

多く使用したのはこのような理由によると思われる

のである。

1章の引用でのべたように，一人称小説は読者と

登場人物との一体感を主要な目的とし，語り手の限

られた視点から語られるものである。それを物語の

現実性を損なわない程度に補足し拡大していくため

には，作者の頻繁な語り手あるいは登場人物への介

入が必要になる。この作者の介入と分離が一人称小

説の成功の鍵となる場合がある。Foojの場合のよ

うに作者の介入があまりないほぼ完壁な一人称小説

を作り上げようとすると，個人のヴァージョンに落

ち込むことになる。TﾉzeEgの場合は，先述のよう

に視点の転換によりその欠点を克服しているばかり

でなく，最後の部分で卵一成烏というサイクルにつ

いての読者への問いかけがある。語り手はその疑問

を読者に投げかけることにより，陰の存在である作

者から分離し，独立した存在になる。読者はこの問

いかけにより，疑問の背後にある人間と自然の問題

に必然的に目を向けることになるのである。

FooJと同様な競馬ものを扱い，やはり少年の語

る1Wα"ttoK"ouノW〃yでは，語り手の少年を通

しての作者の介入が多く，文体の不一致な点も批評

家により指摘されている。しかし，最後の部分で語

り手の少年を優秀な調教師であるJerryTillfordの

とった意外な行動についての失望と幻滅，困惑の状

態に置き去りにすることにより，作者は語り手から

完全に分離している。少年は大人の性の力について

無知で困惑しているが，読者はそれを理解している

のである。アンダソンのこのような読者に疑問を投

げかけるいわば劇的な方法は，読者に過大な要求を

与えるものであるが，語り手と読者の関係が良好で

あればこそ可能になったのである。このように一人

称小説の長所や，陥りやすい欠点を承知しながら，

アンダソンはその技巧を十分に利用したように思わ

れる。彼の短編小説は基本的に「語り」に基礎を置

いているために，彼にとってこの方法が最も語りや

すく思われたからであろう。
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